
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和２年９月号 ｖｏｌ，２０８号 

  
  

救急医療週間：９月６日（日）～９月１２日（土） 
 

≪「救急の日」・「救急医療週間」とは≫ 
救急業務及び救急医療に対する国民の正しい理解と認識を深め、救急医療関係者の意識の高揚

を図ることを目的に、毎年９月９日を「救急の日」、救急の日を含む一週間（日曜日から土曜日）

を「救急医療週間」と定めています。 

知っていますか？心肺蘇生とＡＥＤの使い方 



≪救急車の適正な利用について≫ 
 

東京消防庁における救急出動件数は、依然として増加し続けており、令和元年中の
救急出動件数は８２５，９２９件と過去最多の件数となりました。 
これは、１日およそ２，２６０件、救急車が約３８秒に１回出動していることにな

ります（図１参照）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和元年 消防に関する世論調査」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本所消防署災害状況 

（令和２年８月３１日現在） 

 火災 ２８件  焼損床面積 １１１㎡ 

 救助 １９３件 救急 ５，９４９件  

詳しくはホームページへ 

東京消防庁 HP   www.tfd.metro.tokyo.jp 

署 HP www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-honjyo/index.html 

お問合せは 

 警防課防災安全係 地域防災担当   

 電 話   ３６２２－０１１９（内線３２３） 

 図 1 年間救急出動件数（平成２７年から令和元年） 

 

（件） 

 

 

 
 

 

１１９番通報の理由 

生命の危険があると思った（46.1％） 

いっぽう・・・ 
 

・救急車で行くと優先的に診てもらえると思った 

・海水浴で、日焼けした足がヒリヒリする 

・紙で指先を切った。血は止まっているが… 

・子供が膝を擦りむいた。歩けるが母親が心配して… 

       といった１１９番通報が実際にありました。 

 

救急車は皆さんの医療資源であり、適正に利用していただくことが大切です。 
 


